
（別紙３）

～ 令和7年11月30日

（対象者数） 55名 （回答者数） 39名

～ 令和7年11月30日

（対象者数） 7名 （回答者数）
7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
職員間での情報共有などを更に綿密に行って、その時々で最

良の活動スペースを提供できるように、工夫していく。

2

左記をふまえながらも、足りないところ（より高い専門性、

個別性など）はあるかと感じている。お子さん自身が楽しい

と思える活動の中で、お子さん一人ひとりの良いところや苦

手なところにアプローチしていきたい。

3

送迎時などは、職員間の情報共有が足らない部分もあると感

じている。限られた支援時間の中で、いかに職員間の情報共

有を効率よく行っていくかを改善していきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員一人ひとりのスキルアップは、普段の療育やそのほかの

業務にもつながることであるため、会社として、事業所とし

て、研修などスキルアップの機会を創出していきたい。

2

地域の方々のイベントへの参加は、超えなくてはいけない

ハードルもあるため簡単ではないが、前向きに検討していき

たい。

3

避難訓練の内容の伝え方に、工夫をしていく。例えば紙ベー

スのお手紙として配布するなどしていき、より多くの方に周

知していきたい。

○事業所名 BRIDGE10

○保護者評価実施期間
令和7年11月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年11月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年1月13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

避難訓練の周知など、緊急時の対応についての保護者さんへの

お知らせ

毎月発行しているたんぼぼ便りで、訓練を行ったことについて

はお伝えしているが、それだけでは伝えきれていないと感じて

いる。現状、HUGで公開しているが、それだけだと不十分と

感じている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会など、保護者同士が交流できる機会をつくっていく

保護者会を開催する際、十分な職員の配置をしないと、お子さ

んの療育と保護者会の両立が難しいと考えている。職員一人ひ

とりのスキルアップを図り、より深いお子さんの対応への知識

をいれていくことが必要だと感じている。

地域との交流機会の創出

普段の活動の中で、例えば児童館・公園など事業所以外の方と

接する機会を増やしていく。また、夏休みに行っている夏祭り

のイベントなど、地域の方々に参加していただける形を検討し

ていきたい。

活動スペースが広いこと。メインの活動部屋以外にも部屋数が

多く、お子さんのクールダウンの場所、運動課題なども取り組

みやすい。お子さんが安心して、通所されている。

活動スペースの選択肢が多いことで、相性の悪いお子さん同士

を離す工夫をしている。常に離すのではなく、そのお子さんの

その日の調子などを考慮しながら行っている。

こどものことを理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある

支援行っている。

日々の振り返りや定期的なカンファレンスなどで情報共有を

し、確度の高い支援を行えるように心がけている。

保護者への情報共有、共感的な支援を行っている。

ケガやトラブルがあったときには、包み隠さず状況の説明を行

うようにしている。また、送迎の引き渡し時や面談の時は、で

きる限り多角的な視点でその日の状況説明や、お子さんの成

長・発達についてお伝えできるように心がけていいる。

事業所における自己評価総括表公表


